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  （１） 

■主催：城陽市／城陽環境パートナーシップ会議  

■申込・問合せ先：城陽環境パートナーシップ会議事務局(城陽市環境課) 
 TEL0774-56-4061／FAX0774-66-6828 

  ■講演会は、YouTubeでもご覧いただけます。 

城陽市福祉センター(ホール) 
 

2020.11.21(土)13:30－15:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

講演会①13:40～14:30  

講師 脇坂英弥氏(兵庫県立人と自然の博物館地域研究員／博士(環境人間学))  

「コウノトリが教えてくれた城陽市の生物多様性」をテーマに、豊岡市が取り組むコウノトリの保

全活動や，全国のコウノトリの繁殖地の特徴を紹介。昨年末に飛来したコウノトリ・ひかりちゃん

の滞在記録から垣間見えた「城陽市の生物多様性」についてのお話です。 

 

今回は「環境を学ぼう!」をテーマに、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、生活様

式も少し変わってきた今の環境について、生物たちやウイルスから環境を学ぶという面白いお

話をしていただきます。 

 

講演会②14:35～15:25 

講師 小林 駿氏(城陽環境パートナーシップ会議運営委員／工学博士)  

「ウイルスと地球の自然環境」をテーマに、新型コロナウイルスによって人間の活動が止まるこ

とで、大気汚染等の地球環境が改善された。そして見えてきたものがある。ウイルスはどこで発

生し人間界にあらわれて何をしようとしているのか。過去の感染症を学び、ウイズコロナを模索

するお話です。 

 

参加申込 

参加費無料 

定員:20名 
(先着順)  

※今回の城陽市環境フォーラムは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、形態を変えて開催いたします。 



（２） 

自然部会では、城陽市の街に緑を増やすことと温室効果ガスの削減(夏場、窓から太陽光が部屋に入るのを少

しでも遮り、冷房の使用量の減量を目指す)目的で、グリーンカーテンの普及啓発を試み、数年前からゴーヤの

苗の無料配布をおこなっています。また収穫した実から種をとり、次年度のグリーンカーテン育成につなげる資

源循環も併せて実施しています。さらに、もっとグリーンカーテンに取り組んでほしい！という思いから、グリ

ーンカーテンフォトコンテストを実施して 4年目。応募写真からわかる各家庭での取組み風景に感心させられた

り、癒されたりと、グリーンカーテンは奥が深いです。 

さて、第４回グリーンカーテンフォトコンテストの結果を発表します！今回は城陽環境パートナーシップ会議

の運営委員が審査しました。どの作品も素晴らしく、審査は大苦戦でした。 

※応募作品は城陽環境パートナーシップ会議のＨＰに掲載します。 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4回グリーンカーテンフォトコンテスト結果発表 

当会議では夏の省エネを目的に、ご家庭や公共施設などでグリーンカーテンの取組みを推進しています。毎年無

料で配布している苗は、グリーンカーテンに取り組まれた方から収穫された種をいただき、苗に育てたものです(資源

の循環)。ゴーヤの種の回収にご協力をお願いします！ 種の保存方法は下記のとおりです。 

❶よく熟し、黄色くなった実から赤いゴーヤ

の種を取り出します。 

※この赤いジェル状のものは食べることが

できますよ。 

❷赤いジェル状の膜や果肉などをはがすよ

うによく水洗いをしてきれいにします (ザル

を使うと簡単です)。 

※果肉など残っているとカビが生えるので

丁寧に取り除きましょう。 

❸取り出した種は、天日(室内でも大丈夫

です)で十分に乾燥させます。 

※水分が残っていると保管中にカビが生え

るので、よく乾燥させましょう。 

❹乾燥させた種は、紙袋(古封筒など)に入

れ、湿気の少ないところ、冷暗所(冷蔵庫な

ど)で保管します。 

※保管場所を忘れないようにしましょう。 

■佳作の皆さん  久世保育園様、篠田 剛様、村上 恵子様、中上 薫様 

■最優秀賞  田尻 益雄様 

「玄関に特大 緑のカーテン」 
総評 お見事！プランターでここまで

大きくしたことがすごい。これだけあれ

ば家自体が涼しくなる。 

■優秀賞   

横田 勝年様 

「『涼』のコラボ」

総評 朝顔の赤のア

クセントが良い。アン

グルが良く、写真とし

ても完成度が高い。 

■環境賞   

並河 勝彦様 

「犬にも優しいグリ

ーンカーテン」 
総評 グリーンカー

テンの内側(家の中)

から撮影され、涼し気

で犬がそこにいるこ

とにより涼感を増し、
穏やかな感じがする。 



                                             （３） 

3R(スリーアール)は、Reduce(リデュース)、Reuse(リユース)、Recycle(リサイクル)の3つの頭文字の「Ｒ」をとっ

たもの。環境のために一人ひとりが身近にできる行動です。ぜひ、今日から実践しましょう！ 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環 境 雑 感    文：芦原副会長 

日常をカエル ３ Ｒ
スリーアール

   ～小さな一歩をふみだそう～  

ヨミガエル 

 ぴょん！ 

Reduce(リデュース)とは、ごみを減らすこと(発生抑制)。 

・買い物袋を持参し、レジ袋のごみを減らす。 

・不必要な包装を断り、包装紙を減らす。 

・紙タオルなどの使い捨て商品の使用を減らす。 

・量り売り、ばら売り商品を選びトレーを減らす。 

・食品は必要な分だけを購入する。 

・食べ残しをしない。 

など。 

ヘラス・抑制 

 コロナ問題をはじめ、今地球上は「一寸先は闇」を味わっています。現状にあく

せくせず、地面に足をつけ悔いのない時間を刻むことが求められているのかも知れ

ません。 

 地球環境問題は大きく様変わりしてきました。以前は孫の代に影響を及ぼすかも

知れないと思われた地球環境も、現在のスピードでは子どもの時代はおろか、自分

が生きている間に命の問題として頭をもたげ始めているのは間違いありません。 

 現在おこっている様々な事象を見て、地球温暖化に疑問を挟む人は少ないだろう

し、環境問題は悪の連鎖として、根っ子でつながりあっていることがわかります。 

 例えば、二酸化炭素を放出し続けた代償として、晴天が続けば気温が上昇、とき

には体温を超える気温となり、熱中症で救急搬送される人があとを絶ちません。 

 雨が欲しいと雨乞いすれば、地上付近にある温かい空気が上昇し、たっぷりと力

を蓄えた水蒸気が局地的に短時間で強い雨となり、被害をもたらします。 

 さらに、海に目をやると、海水温が上昇し、水蒸気を好物とする台風が強大化し

日本を襲います。 

 しかし、人間には英知があります。様々な情報を上手に活用し、厳しい時代を生

き抜くことを求められているのです。 

Reuse(リユース)とは、繰り返し使う(再利用・再使用)。 

・詰め替え容器（ボトルなど）を使用する。 

・包装紙、段ボールを再使用する。 

・ガレージセールなどに参加する。 

など。 

Recycle(リサイクル)とは、ごみをもう一度資源にする(再資源化)。 

・地域の集団回収に協力する。 

・ペットボトル、トレー、紙パックなどの拠点回収に協力する。 

・紙・布、ガラスびんの分別収集に協力する。 

・地球に優しいエコマーク商品を購入する。 

など。 



事務局（市役所 2Ｆ環境課内）TEL:56-4061／FAX:66-6828         （４）  

    

    

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 城 南 工 建 
〒610-0113 京都府城陽市中芦原 27番地の 1 

TEL 0774-53-3939  FAX 0774-55-1172 

日本観光ゴルフ株式会社 

城 陽 カ ン ト リ ー 倶 楽 部 
〒610-0121 京都府城陽市寺田奥山 1-46 

次の団体・個人から賛助会費をいただきました。誠にありがとうございました。 
イズミヤ㈱大久保店、近畿砂利協同組合、京都城陽ロータリークラブ、サントリープロダクツ㈱宇治川工場、 
㈱城南工建、城陽市、城陽商工会議所、城陽金融会、星和電機㈱、㈱玉井開発、長池工業㈱、日本観光ゴルフ㈱城
陽カントリー倶楽部、東城陽ゴルフ倶楽部、㈱平和堂アル・プラザ城陽、㈱ミズホ、森澤博光 

                            ※令和 2年 9月末現在（五十音順・敬称略) 

 

Joyo
ジ ョ ウ ヨ ウ

 Eco
エ コ

 Choice
チ ョ イ ス

！ 

(毎月のエコ活動、できることからやってみよう！) 
 

『Joyo Eco Choice！』は月ごとに「アクシ

ョン(簡単なエコ活動)」を 5 つ掲げ、その５つ

の中からご家庭の生活の場面にあわせてでき

ることを選択し、お使いいただくものです。 

日頃の小さな選択が未来を大きく変えてい

く、今日から日常で環境を意識する生活を始め

てみませんか。 

「COOL CHOICE」とは… 
 

2030 年度に温室効果ガスの排出量を 2013

年度比で 26%削減するという目標達成のため、

省エネ・低炭素型の製品への買替・サービスの

利用・ライフスタイルの選択など、地球温暖化

対策に資する「賢い選択」をしていこうという

取組みのことです。 

 これからは「次世代の暮らし方」を選んでい

くことがCO2排出を抑える力になるのでは。消

灯、温度設定、節水など普段の行動に加え、車、

家電、住宅など身の回りのモノを選ぶとき、こ

れからの目線で選んでみませんか。小さな日常

の選択かも知れませんが、積み上がって大きく

なる。あなたが選び未来を変えましょう。 

※カラー版は城陽環境パートナーシップ会議 HP に掲載

しております。 


